
１ 正の数・負の数 （１） 
 
絶対値…数直線上で０からある数までの距離 

（±の符号を取ったもの） 
 

【加法と減法】 ～ ( ) をはずして計算 ～  
   ＋(＋●) ⇒ ＋●  ＋(－●) ⇒ －●  
   －(＋●) ⇒ －●  －(－●) ⇒ ＋●  
  
 ① (＋２)＋(－４)＝２－４＝－２ 
 ② (－３)－(－８)＝－３＋８＝５ 
 

 
《Ａ問題》 
１．次の数の絶対値を求めなさい。 
 ① －３   ② ＋２.６  ③  ０  
  ⇒ ３    ⇒ ２.６   ⇒ ０ 
 
２．絶対値が次の数になる数をすべて求めなさい。 
 ① ７    ② ４.１      ③ ０ 
 ⇒＋７と－７ ⇒＋４.１と－４.１  ⇒ ０  
 
３．次の計算をしなさい。 
 ① (＋１)＋(＋４) ② (＋２)＋(＋５) 
   ＝＋１＋４    ＝＋２＋５ 

   ＝５       ＝７ 

 ③ (－１)＋(－６)  ④ (－３)＋(－９) 
  ＝－１－６     ＝－３－９ 

  ＝－７       ＝－１２ 

 ⑤ (－９)＋(＋２)  ⑥ (－５)＋(＋８) 
  ＝－９＋２     ＝－５＋８ 

  ＝－７       ＝３  

 ⑦ (＋５)＋(－９)  ⑧ (＋３)＋(－１) 
  ＝＋５－９     ＝＋３－１ 

  ＝－４       ＝２ 

 ⑨ (＋７)－(＋４)  ⑩ (＋２)－(＋９) 
  ＝＋７－４     ＝＋２－９ 

  ＝３        ＝－７ 

 ⑪ (－１)－(＋３)  ⑫ (－２)－(＋４) 
  ＝－１－３     ＝－２－４ 

  ＝－４       ＝－６ 

 ⑬ (＋６)－(－７)  ⑭ (＋３)－(－５)   
  ＝＋６＋７     ＝＋３＋５ 

  ＝１３       ＝８ 

 ⑮ (－３)－(－６)  ⑯ (－８)－(－６) 
  ＝－３＋６     ＝－８＋６ 
  ＝３        ＝－２ 
 
４．① ２＋５＝７    ② ３＋１＝４            

  
 ③ １＋７＝８    ④ ６＋２＝８ 
 
 ⑤ －４－２＝－６  ⑥ －１－３＝－４ 
 
 ⑦ －８－５＝－１３ ⑧ －２－９＝－１１ 
 
 ⑨ ６－９＝－３   ⑩ ３－７＝－４ 
 
 ⑪ １－５＝－４   ⑫ ４－８＝－４ 
 
 ⑬ －２＋４＝２   ⑭ －１＋３＝２ 
 
 ⑮ －５＋７＝２   ⑯ －７＋９＝２ 
 
 ⑰ －６＋３＝－３  ⑱ －９＋４＝－５ 
 
 ⑲ －８＋７＝－１  ⑳ －５＋１＝－４ 
 
《Ｂ問題》 
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《チャレンジ問題》 

６． cは２でbより４小さいから，b＝６ 
  aとbは絶対値が等しくて，異なる数だから， 
  aは－６となる。 



１ 正の数・負の数 （２） 
【かけ算の答えの符号の決め方】 
(＋)×(＋)＝(＋)  (＋)×(－)＝(－) 
(－)×(－)＝(＋)  (－)×(＋)＝(－) 
 
【わり算の答えの符号の決め方】 
(＋)÷(＋)＝(＋)  (＋)÷(－)＝(－) 
(－)÷(－)＝(＋)  (－)÷(＋)＝(－) 
 
【かけ算とわり算の交じった式】 

・負の数が奇数個の場合，答えの符号は－ 

・負の数が偶数個の場合，答えの符号は＋ 

 

【累乗】 ５３＝５×５×５（５の３乗と読む） 
 
《Ａ問題》 
１．① (＋７)×(＋６)＝＋４２  

  ② (＋８)×(－３)＝－２４ 
  ③ (－６)×(－５)＝＋３０ 

  ④ (－４)×(＋９)＝－３６ 

  ⑤ (＋５)×０  ＝０ 

  ⑥ ０×(－７)  ＝０ 

 

２．① (＋42)÷(－６)＝－７   

  ② (－18)÷(－３)＝＋６ 
  ③ (－30)÷(＋５)＝－６ 

  ④ (＋54)÷(＋９)＝＋６  

  ⑤ ０÷(－２)  ＝０ 

  ⑥ ０÷(＋７)  ＝０  
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《Ｂ問題》 

４．① (＋４)×(－２)×(＋３)＝－２４ 

② (＋２)×(－６)×(－４)＝＋４８ 

③ (－６)×(－３)÷(－２)＝－９  

④ (－９)÷(－６)×(－４)＝－６ 

 

５．① ７２ ＝７×７＝４９ 

  ② －６２＝－(６×６)＝－３６ 

  ③ (－５)２＝(－５)×(－５)＝２５   

  ④ ４２＝４×４＝１６ 

  ⑤ －(－３)２＝－(－３)×(－３)＝－９  

  ⑥ －２２＝－(２×２）＝－４ 
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《チャレンジ問題》 

７． 積が最も小さい数 

  ⇒ 符号は－，絶対値は最も大きい 

 

   選ぶ２数は，異符号で絶対値が大きい２数 

  つまり，－７と８ 

  



１ 正の数・負の数 （３） 
 
【計算の順序】 
 ①累乗  ②（ ） ③×・÷  ④＋・－ 
 
【分配法則】 ・ cbca u�u ＝( cba u� )(  
       ・ caba u�u ＝ cba �u ( ) 

 
《Ａ問題》 
１．① ２×７＋５＝１４＋５＝１９          

 

 ② ４＋６×(－３)＝４－１８＝－１４ 

 

 ③ ２０－１５÷(－５)＝２０＋３＝２３   

 

 ④ １２＋８÷(－４)＝１２－２＝１０ 

 

 ⑤ (３－６)×５＝－３×５＝－１５ 

 

 ⑥ (－２)３＋５＝－８＋５＝－３ 

 

 ⑦ ３×４ ＋６÷(－２)＝１２ －３＝９ 

 

 ⑧ －６４÷{(－４)－(－１２)} 

  ＝－６４÷（－４＋１２） 

  ＝－６４÷８ 

  ＝－８ 

 

 ⑨ ４２÷(－８)＋９ 

  ＝１６÷(－８)＋９ 

  ＝－２＋９ 

  ＝７ 
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 ② １５.５×３.１４－５.５×３.１４  
  ＝（１５.５－５.５）×３.１４ 
  ＝１０×３.１４ 

  ＝３１.４ 

《Ｂ問題》 

３．① ５×(４－２×３)＝５×(４－６) 

            ＝５×(－２) 

            ＝－１０ 

         

 ② －５２－２×(－３)２＝－２５ －２×９ 

             ＝－２５－１８ 

             ＝－４３ 

 

 ③ (２－７)×{－４＋(５－９)} 

  ＝(－５)×｛－４＋(－４)｝ 

  ＝(－５)×(－８) 

  ＝４０ 

 

 ④ ４×３－６÷(２３－５) 

  ＝４×３－６÷(８－５) 

  ＝４×３－６÷３ 

  ＝１２－２ 

  ＝１０ 

 

 ⑤ －１８－５×(１２－４２) 

  ＝－１８－５×(１２－１６) 

  ＝－１８－５×(－４) 

  ＝－１８＋２０ 

 ＝２ 

 

《チャレンジ問題》 

４．① 回収量が最も多い週…＋５（第５週） 
   回収量が最も少ない週…－８（第４週） 
  この差は，(＋５)－(－８)＝＋５＋８＝１３ 
               答え．１３ｋｇ 
 
 ② 回収量を表にすると下のようになる。 

  平均は，(43＋39＋45＋35＋48)÷５＝４２ 
               答え．４２ｋｇ 

                  

 【別解】第１週との差から平均を求める。 

 ｛０＋(－４)＋(＋２)＋(－８)＋(＋５)｝÷５ 

                 ＝－１ 

  つまり，平均は第１週の回収量より１ｋｇ 

 少ない。よって，回収量の平均は，４２ｋｇ 

週 １週 ２週 ３週 ４週 ５週 
回収量(kg) ４３ ３９ ４５ ３５ ４８ 


